
新潟大学 倫理審査委員会 オプトアウト書式 

① 研究課題名 甲状腺視神経症の MR 画像を含む臨床的特徴に関する後方視的研究 

② 対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者 

2016 年 4 月から 2026 年 3 月までに新潟大学医歯学総合病院眼科を受診し甲状腺視神経症と

診断され治療を行われた症例 

研究責任者：新潟大学医歯学総合病院眼科 植木智志 

③ 概要 

甲状腺自己抗体に関連した炎症性眼窩疾患である甲状腺眼症は眼瞼腫脹・眼瞼後退など顔貌

の変化のみならず眼球運動制限や視力低下をきたし、患者さんの生活の質を損ないます。視力

低下をきたしうる甲状腺視神経症は甲状腺眼症の中でも最重症に位置づけられており速やか

に診断し治療を行う必要がありますが、積極的な治療を行っても視力の改善が得られない症例

や再発する症例がしばしばみられることが現状の課題です。甲状腺視神経症では MRI におけ

る外眼筋による視神経の圧迫が病態と関連していると考えられています。本研究は特に MRI

の所見に着目し解析を行い、最終視力や再発を予測可能な因子を見出すことを目的とします。 

④ 申請番号          2026-0020 

⑤ 研究の目的・意義 現状では甲状腺視神経症は治療を行っても視力の改善が得られな

い可能性があり、最終視力や再発を予測可能な因子を見出すことは患

者さんの治療ゴールを設定する上で意義があると考えています。 

⑥ 研究期間 倫理委員会承認日から 2027 年 12 月 31 日まで 

⑦情報の利用目的及び

利用方法（他の機関へ

提供される場合はその

方法を含む。） 

電子カルテに保存されている診療記録、眼科学的検査結果、MRI 検査結

果を利用します。使用するデータは個人が特定されないように氏名や診

療番号を削除して研究用番号を付与した対応表を作成し対応表と照合し

ない限り特定の個人を識別することができない情報として研究に使用し

ます。研究の成果は、学会や専門誌などの発表に使用される場合があり

ますが、名前など個人が特定できるような情報が公表されることはあり

ません。 

⑧利用または提供する

情報の項目 

診療記録、眼科学的検査結果、MRI 検査結果。具体的には年齢、性別、

視力、MRI 検査結果、OCT 検査結果、TSAb、喫煙歴、甲状腺疾患

の既往歴、再発の有無、治療内容。 
⑨利用する者の範囲 新潟大学および以下の共同研究機関等で利用いたします。 

所属：新潟大学医歯学総合病院眼科 

氏名：植木智志 

Tel：025-227-2296 

E-mail：ophrinri@med.niigata-u.ac.jp 

○10 試料・情報の管理に 所属：新潟大学医歯学総合病院眼科 



ついて責任を有する者 氏名：植木智志 

○11 お問い合わせ先 本研究に対する同意の拒否や研究に関するご質問等ございましたら下記

にご連絡をお願いします。 

所属：新潟大学医歯学総合病院眼科 

氏名：植木智志 

Tel：025-227-2296 

E-mail：ophrinri@med.niigata-u.ac.jp 

 


